


昭和天皇から「母親代わり」と呼ばれ人物、足立(鈴木)タカ。

彼女はなぜ貫太郎の妻となり、夫妻はどの様に日本の歴史そして関宿

に関わったのか。貴重な資料とともに、激動の時代を生きた郷土の偉人の

生涯を紹介します。

展示担当の学芸員によるギャラリートークを

実施します。

・日程 令和８年５月１６日（土）、１７日（日）

・時間 午前１０時から午前１１時まで

午後１時から午後２時まで

開始５分前には、ふれあいギャラリー前に集

合してください。

途中参加、途中退席も可能です。

旧姓は足立で、鈴木貫太郎の妻。明治１６年、札幌で誕生しま

した。東京府女子師範学校で保育学を学び、のちに昭和天皇の養育掛

となります。２･２６事件時には貫太郎の危機を救うなど活躍します。

戦後は、夫とともに関宿で過ごし、地域振興に尽力しました。

ギャラリートーク

タカ所有の檜扇

・東武野田線（東武アーバンパークライン）

愛宕駅から徒歩 15 分

（愛宕駅から県道つくば野田線を国道 16 号方

面に進み、野田市役所入口交差点を右折）

・まめバス 4新北ルート、5清水ルート、6堤台ル

ート、7中ルート、8中根ルート、9愛宕ルート、

10 大殿井ルート、11 循環ルート、12 新南ルー

ト「市役所」バス停で下車

・茨急バス「野田文化会館入口」または「庚申塚」

バス停で下車徒歩 3分

アクセス

「 牡 丹 」
鈴木タカ色紙

「鈴木タカ肖像」
安達真太郎作



